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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
私
立
 

型
月
学
園
演
劇
部

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
２
５
３
Ｐ

【
作
者
名
】

　
白
夜

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
型
月
フ
ァ
ン
は
絶
対
に
見
て
は
い
け
な
い
！
？

　
メ
ル
ブ
ラ
の
キ
ャ
ラ
達
が
送
る
ほ
の
ぼ
の
（
？
）
学
園
ラ
イ
フ
！
！

注
意
・
ワ
ラ
キ
ア
が
特
に
ヤ
バ
イ
！
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◆
設
定
資
料
集
（
前
書
き
）

※
は
じ
め
に
、
こ
の
小
説
に
は
以
下
の
点
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
以
下
の
点
が

苦
手
な
方
は
携
帯
な
ら
電
源
ボ
タ
ン
を
、
パ
ソ
コ
ン
の
人
は
戻
る
を
連
打
し
て

く
だ
さ
い
。

・
大
規
模
キ
ャ
ラ
崩
壊

・
ワ
ラ
キ
ア
が
特
に
酷
い

・
ロ
ア
も
酷
い

・
皆
仲
良
し

・
キ
ャ
ラ
設
定
で
原
作
と
名
前
や
年
齢
が
合
わ
な
い
キ
ャ
ラ
が
い
る

　
こ
の
小
説
は
型
月
作
品
の
二
次
創
作
で
す
。
原
作
と
は
一
切
の
関
係
が
あ
り

ま
せ
ん
。
閲
覧
は
自
己
責
任
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
感
想
、
誤
字
脱
字
が
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
苦
情
、
批
判
は
一
切
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
の
小
説
は
友
人
の
天
と
共
同
で
執
筆
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
私

そ
ら

が
執
筆
し
て
い
る
他
の
小
説
以
上
に
不
定
期
更
新
と
な
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
こ
こ
ま
で
お
読
み
に
な
っ
て

・
全
然
オ
ッ
ケ
ー
！

・
む
し
ろ
、
バ
ッ
チ
コ
ー
イ
！
！

・
何
だ
っ
て
受
け
入
れ
て
や
る
さ
！
！
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…
と
い
う
心
の
広
い
方
は
本
文
に
進
み
、
ど
う
ぞ
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
以
上
、
製
作
者
、
白
夜
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
天



4

◆
設
定
資
料
集

ネ
コ
「
皆
さ
ん
こ
ん
ば
ん
は
。
紳
士
淑
女
の
社
交
場
、
Ｇ
Ｃ
Ｎ
へ
よ
う
こ
そ
！

グ
レ
ー
ト
キ
ャ
ッ
ツ
ノ
ベ
ル
ズ

　
今
宵
は
皆
様
に
最
高
の
“
ギ
ャ
グ
”
を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
お
相
手
は
自
称
、
型
月
界
ヒ
ロ
イ
ン
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
…
ネ
コ
。
上
質
な

ギ
ャ
グ
は
賞
味
期
限
を
あ
り
え
な
い
ほ
ど
ブ
ッ
チ
し
た
鯖
缶
だ
か
ツ
ナ
缶
だ
か

判
ら
な
く
な
っ
た
猫
缶
に
匹
敵
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
…
…
お
お
、
こ
の

フ
レ
イ
バ
ー
に
香
る
生
臭
さ
…
た
ま
ら
ん
。

　
お
っ
と
、
失
礼
。
私
あ
ま
り
の
素
晴
ら
し
さ
に
意
識
が
飛
ん
で
し
ま
う
と
こ

ろ
で
し
た
☆
に
ゃ
に
ゃ
に
ゃ
に
ゃ
～
☆
」

白
夜
「
は
い
、
Ｏ
Ｋ
で
～
す
」

ネ
コ
「
天
さ
～
ん
、
今
の
Ｏ
Ｋ
？
」

天
「
え
え
、
ガ
ッ
チ
リ
で
す
」

ネ
コ
「
ガ
ッ
チ
リ
？
バ
ッ
チ
リ
じ
ゃ
な
く
て
？
ガ
ッ
チ
リ
っ
て
…
何
が
！
？
」

天
「
気
に
し
な
い
気
に
し
な
い
。
は
い
、
報
酬
の
猫
缶
で
す
。
１
９
０
０
年
の

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
も
の
で
す
よ
」

ネ
コ
「
あ
、
ど
う
も
～
☆
こ
れ
こ
れ
～
こ
の
か
ほ
り
が
な
ん
と
も
…
／
／
／
／
」

天
「
で
は
、
私
は
こ
れ
か
ら
ズ
ェ
ピ
ア
教
授
と
お
茶
会
で
す
の
で
、
失
礼
し
ま

す
」
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白
夜
「
了
解
し
ま
し
た
。
で
は
、
世
界
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
私
が
説
明

し
ま
す
」

　
型
月
市
・
日
本
の
某
所
に
あ
る
都
市
。

　
私
立
型
月
学
園
・
型
月
市
に
あ
る
学
園
。
初
等
部
～
大
学
部
ま
で
の
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
式
の
学
校
。
生
徒
数
は
約
３
０
０
０
人
。
特
徴
的
な
校
則
と
し
て
『

殺
人
さ
え
起
こ
さ
な
け
れ
ば
Ｏ
Ｋ
』
『
生
徒
の
武
器
携
帯
を
認
め
る
』
『
私
服

で
の
登
校
の
許
可
』
が
あ
る
。

　
教
職
員
紹
介
。

ゼ
ル
レ
ッ
チ
・
シ
ュ
バ
イ
ン
オ
ー
グ

　
学
園
長
兼
大
学
部
学
長

備
考
・
た
ぶ
ん
名
前
だ
け
の
登
場
。
青
崎
姉
妹
の
恩
師
ら
し
い
。

蒼
崎
橙
子

あ
お
ざ
き
と
う
こ

　
高
等
部
校
長
兼
数
学
教
師

　
高
等
部
の
校
長
兼
数
学
の
教
師
。
生
徒
か
ら
の
人
望
は
厚
い
。
妹
の
青
子
と

は
あ
ま
り
仲
が
よ
ろ
し
く
な
い
様
子
。
彼
女
達
の
姉
妹
喧
嘩
で
学
校
が
半
壊
し

た
こ
と
が
あ
る
。
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オ
シ
リ
ス
の
砂

　
中
学
部
校
長
兼
歴
史
教
師

　
シ
オ
ン
の
母
親
。
「
オ
シ
リ
ス
の
砂
」
は
愛
称
で
あ
り
、
本
名
は
家
族
以
外

誰
も
知
ら
な
い
。
基
本
無
口
。

蒼
崎
青
子

あ
お
ざ
き
あ
お
こ

　
初
等
部
校
長
兼
体
育
教
師
・
演
劇
部
顧
問

　
橙
子
の
妹
、
幼
い
頃
の
志
貴
に
何
か
衝
撃
を
与
え
た
人
物
ら
し
い
。
ち
び
っ

こ
か
ら
人
気
が
あ
る
が
、
よ
く
学
校
の
備
品
を
壊
す
。
ち
な
み
に
本
人
は
謝
る

気
は
な
し
。

ズ
ェ
ピ
ア
・
エ
ル
ト
ナ
ム
・
オ
ベ
ロ
ー
ン
（
ワ
ラ
キ
ア
）

　
物
理
学
教
師
兼
演
劇
部
監
督
。
シ
オ
ン
の
父
親
（
極
度
の
親
バ
カ
）
シ
オ
ン

を
溺
愛
し
て
い
る
。
そ
の
行
き
過
ぎ
た
愛
情
表
現
の
た
め
に
娘
か
ら
と
て
も
ウ

ザ
が
ら
れ
て
い
る
。
学
園
七
不
思
議
の
一
つ
に
『
ワ
ラ
キ
ア
夫
妻
の
目
を
見
た

者
は
石
化
す
る
』
と
、
い
う
も
の
が
あ
る
。
最
近
の
悩
み
は
娘
が
反
抗
期
で
あ

る
こ
と
。

ネ
ロ
・
カ
オ
ス

　
生
物
学
教
師
。
多
数
の
動
物
達
を
飼
育
し
て
い
る
。
あ
だ
名
は
『
動
物
園
』

メ
カ
ヒ
ス
イ
ｓ

　
学
校
の
警
備
及
び
用
務
員
と
し
て
日
夜
稼
動
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
学
校
は

鉄
壁
の
守
り
を
誇
る
。
ち
な
み
に
量
産
型
で
あ
る
。
製
作
者
は
琥
珀
。
量
産
型
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の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
み
言
葉
が
流
暢
。

・
生
徒
紹
介

遠
野
志
貴

と
う
の
し
き

　
高
等
部
二
年
、
演
劇
部
所
属
。
七
夜
シ
キ
の
双
子
の
弟
。

　
幼
い
頃
遠
い
血
縁
関
係
の
遠
野
家
に
養
子
に
出
さ
れ
た
。
七
夜
と
の
兄
弟
仲

は
良
好
。
一
級
フ
ラ
グ
建
築
士
で
も
あ
り
フ
ラ
グ
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
。

　
性
格
は
い
た
っ
て
温
厚
。
武
器
を
携
帯
し
て
い
る
生
徒
の
一
人
兄
経
由
で
軋

ナ
イ
フ
と
か
…

間
紅
摩
と
知
り
合
っ
た
。
彼
に
話
し
掛
け
れ
る
数
少
な
い
人
物
。
レ
ン
と
深
い

関
係
に
あ
る
ら
し
い
（
別
に
い
や
ら
し
い
意
味
で
は
な
い
）

七
夜
シ
キ

　
遠
野
志
貴
の
双
子
の
兄
。
高
等
部
二
年
、
風
紀
委
員
長
。
演
劇
部
所
属
。

　
文
武
両
道
で
、
志
貴
と
は
違
い
ど
こ
か
飄
々
と
し
て
い
る
。
兄
弟
仲
は
良
好
。

白
レ
ン
と
何
か
深
い
関
係
が
あ
る
ら
し
い
（
変
な
意
味
で
は
な
い
）

　
軋
間
紅
摩
と
は
悪
友
。

ア
ル
ク
ェ
イ
ド
・
ブ
リ
ュ
ン
ス
タ
ッ
ド

　
大
学
部
三
年
、
演
劇
部
所
属
。

　
外
国
か
ら
の
留
学
生
。
ど
こ
ぞ
の
貴
族
の
姫
君
ら
し
い
。
姉
と
二
人
で
日
本

に
来
た
ら
し
い
が
、
姉
の
姿
を
誰
も
見
た
こ
と
が
な
い
。
志
貴
に
気
が
あ
る
（

色
々
と
狙
っ
て
い
る
）
た
め
演
劇
部
に
入
っ
た
。

　
運
動
神
経
は
高
く
、
性
格
も
天
真
爛
漫
で
親
し
み
や
す
い
た
め
人
気
が
あ
る
。

ド
レ
ス
を
着
る
と
性
格
が
豹
変
す
る
。



8

シ
エ
ル
・
エ
レ
イ
シ
ア

　
高
等
部
三
年
、
生
徒
会
長
、
演
劇
部
、
宗
教
研
究
部
、
茶
道
部
員
。

　
カ
レ
ー
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
人
。
仙
人
が
霞
を
食
べ
る
が
如
く
カ
レ
ー
だ
け

を
食
べ
て
生
活
し
て
い
る
。
一
部
の
生
徒
か
ら
『
カ
レ
ー
先
輩
』
や
『
カ
レ
ー

の
悪
魔
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
学
園
内
で
カ
レ
ー
の
悪
口
を
言
う
と
何
処
か
ら

と
も
な
く
現
れ
て
カ
レ
ー
洗
脳
を
施
し
て
い
く
。

　
彼
女
も
ま
た
遠
野
志
貴
に
気
が
あ
る
。
現
在
演
劇
部
皆
勤
賞
。
武
器
を
携
帯

し
て
い
る
生
徒
の
一
人
（
黒
鍵
と
か
…
）

　
噂
だ
が
、
た
ま
に
彼
女
の
背
後
に
人
影
が
見
え
る
ら
し
い
。
実
家
が
教
会
。

シ
オ
ン
・
エ
ル
ト
ナ
ム
・
ア
ト
ラ
シ
ア

　
高
等
部
二
年
、
演
劇
部
兼
化
学
研
究
部
所
属
。

　
ズ
ェ
ピ
ア
と
オ
シ
リ
ス
の
娘
。
現
在
絶
賛
反
抗
期
中
（
父
親
に
の
み
）
で
あ

る
。
常
に
学
年
ト
ッ
プ
の
成
績
。

　
演
劇
部
は
父
親
に
無
理
矢
理
入
れ
ら
れ
た
の
で
最
初
は
反
対
し
て
い
た
が
志

貴
を
は
じ
め
と
し
た
仲
の
良
い
友
人
が
殆
ど
入
っ
た
た
め
今
は
そ
れ
程
で
も
な

い
（
父
親
は
別
）

　
武
器
を
携
帯
し
て
い
る
生
徒
の
一
人
（
銃
と
か
…
）

　
一
時
期
リ
ー
ズ
と
の
恋
仲
疑
惑
が
あ
っ
た
。

リ
ー
ズ
バ
イ
フ
ェ
・
ス
ト
リ
ン
ド
ヴ
ァ
リ

　
高
等
部
三
年
、
演
劇
部
音
響
担
当
。

　
シ
オ
ン
と
は
幼
な
じ
み
。
中
性
的
な
顔
立
ち
で
あ
る
た
め
、
男
装
の
麗
人
と

思
わ
れ
た
り
性
別
を
間
違
わ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
昔
、
女
子
生
徒
に
十
人

ほ
ど
告
白
さ
れ
、
全
て
丁
重
に
お
断
り
し
た
が
、
そ
の
際
に
「
女
で
も
構
わ
な

い
！
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
普
段
は
未
来
を
向
い
て
い
る
よ
う
な
顔
を
し
て
い
る
が
実
は
何
も
考
え
て
い

ま
え
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な
い
。
成
績
は
音
楽
は
良
い
が
他
は
全
て
平
均
。

　
武
器
を
携
帯
し
て
い
る
生
徒
の
一
人
（
聖
盾
と
か
…
）

　
本
人
曰
く
握
力
が
凄
い
ら
し
い
。

　
ま
た
、
た
ま
に
部
室
に
い
っ
ぱ
い
あ
る
ネ
コ
ア
ル
ク
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
満
面

の
笑
み
で
抱
き
し
め
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
（
超
レ
ア
）

遠
野
秋
葉

と
う
の
あ
き
は

　
高
等
部
一
年
、
演
劇
部
所
属
。

　
遠
野
志
貴
の
義
理
の
妹
。
遠
野
家
当
主
。
ツ
ン
デ
レ
で
ブ
ラ
コ
ン
。

　
遠
野
家
当
主
と
し
て
、
常
に
そ
れ
相
応
の
立
ち
振
る
舞
い
を
し
て
い
る
。
脚

技
が
素
晴
ら
し
い
。

　
怒
る
と
髪
が
紅
く
な
る
（
燃
や
さ
れ
る
）

弓
塚
さ
つ
き
（
ゆ
み
づ
か
さ
つ
き
）

　
高
等
部
二
年
、
演
劇
部
所
属
。

　
志
貴
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
。
ご
く
普
通
の
少
女
だ
っ
た
が
、
と
あ
る
事
故
に
遭

い
、
そ
れ
か
ら
何
故
か
怪
力
が
身
に
つ
い
た
と
同
時
に
極
度
の
不
幸
体
質
に
な

っ
た
薄
幸
少
女
。

　
個
性
的
な
演
劇
部
の
中
で
も
ま
と
も
な
部
類
に
入
る
人
間
。

　
怪
力
と
同
時
に
身
体
能
力
も
色
々
と
上
が
っ
た
。

　
志
貴
に
ほ
の
か
な
恋
心
を
抱
い
て
い
る
。
最
近
シ
オ
ン
や
リ
ー
ズ
バ
イ
フ
ェ

と
仲
が
い
い
。

琥
珀

こ
は
く

　
大
学
部
二
年
、
演
劇
部
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
部
、
薬
学
研
究
部
所
属
兼
清
掃
委
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員
。

　
遠
野
家
に
仕
え
る
ほ
の
ぼ
の
家
政
婦
さ
ん
。
秋
葉
の
付
き
人
。

　
お
屋
敷
で
は
主
に
料
理
を
任
さ
れ
て
い
る
。
主
人
で
あ
る
秋
葉
を
誠
心
誠
意

“
弄
っ
て
い
る
”
お
茶
目
（
？
）
な
人
。

　
メ
カ
ヒ
ス
イ
を
作
っ
た
張
本
人
。
何
故
か
常
に
箒
を
持
ち
歩
い
て
い
る
。
一

部
の
人
か
ら
『
マ
ジ
カ
ル
・
ド
ク
タ
ー
ア
ン
バ
ー
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

翡
翠

ひ
す
い

　
大
学
部
一
年
、
演
劇
部
、
お
料
理
研
究
会
所
属
。

　
琥
珀
の
妹
で
遠
野
家
に
仕
え
る
ク
ー
ル
メ
イ
ド
さ
ん
。
お
屋
敷
で
は
主
に
清

掃
を
任
さ
れ
て
い
る
。

　
志
貴
の
付
き
人
。
主
人
で
あ
る
志
貴
に
誠
心
誠
意
尽
く
し
て
い
る
。
料
理
は

あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
（
何
故
か
料
理
が
爆
発
す
る
）
が
、
調
理
器
具
の
扱
い

は
上
手
い
。

　
い
つ
も
無
表
情
だ
が
本
人
曰
く
「
こ
れ
は
個
性
で
す
」
ら
し
い
…

　
た
ま
に
文
法
の
使
い
方
が
お
か
し
い
。

両
儀
式

り
ょ
う
ぎ
し
き

　
大
学
部
一
年
、
演
劇
部
所
属
。

　
い
つ
も
和
服
に
赤
い
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
羽
織
っ
て
い
る
。
和
風
か
洋
風
か
よ
く

わ
か
ら
な
い
人
。

　
一
応
女
性
だ
が
、
中
性
的
な
顔
立
ち
と
、
男
性
口
調
で
あ
る
た
め
男
女
問
わ

ず
人
気
が
あ
る
。

　
武
器
を
携
帯
し
て
い
る
学
生
の
一
人

ナ
イ
フ
と
か
…
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本
人
は
苗
字
で
呼
ば
れ
る
の
を
嫌
っ
て
い
る
。

軋
間
紅
摩

き
し
ま
こ
う
ま

　
高
等
部
三
年
、
帰
宅
部
。

　
そ
の
風
貌
か
ら
怖
く
て
誰
も
彼
に
近
寄
ら
な
い
で
い
る
が
、
実
は
と
て
も
優

し
い
人
。

　
老
け
顔
の
せ
い
で
高
校
生
に
見
え
な
い
こ
と
を
気
に
し
て
い
る
。

　
自
然
に
接
し
て
く
れ
る
演
劇
部
の
メ
ン
バ
ー
に
好
感
を
抱
い
て
い
る
。

　
志
貴
と
シ
キ
の
幼
な
じ
み
。
昔
か
ら
無
口
な
こ
と
と
風
貌
の
せ
い
で
よ
く
不

良
に
絡
ま
れ
、
そ
れ
を
返
り
討
ち
に
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
本
人
が
知
ら
な

い
間
に
番
長
的
な
立
ち
位
置
に
な
っ
て
い
た
。

　
軽
く
悟
り
を
開
い
て
い
た
り
す
る
人
。

レ
ン

　
初
等
部
六
年
生
、
演
劇
部
所
属
。

　
無
口
、
無
表
情
で
感
情
を
表
に
出
さ
な
い
。
滅
多
に
喋
ら
な
い
（
喋
れ
な
い

わ
け
で
は
な
い
）

　
常
に
黒
い
服
を
着
て
い
る
。
白
レ
ン
の
双
子
の
姉
。
　
志
貴
と
深
い
関
係
が

あ
る
ら
し
い
（
い
や
ら
し
い
意
味
で
は
な
い
）

白
レ
ン



12

　
初
等
部
六
年
生
、
演
劇
部
所
属
。

　
レ
ン
の
双
子
の
妹
。
『
白
レ
ン
』
は
あ
だ
名
で
、
本
名
は
誰
も
知
ら
な
い
。

　
レ
ン
と
は
反
対
に
饒
舌
で
感
情
豊
か
。
い
つ
も
白
い
服
を
着
て
い
る
。

　
運
動
神
経
が
よ
く
、
走
る
と
残
像
が
見
え
る
。

　
ツ
ン
デ
レ
そ
の
２
。
シ
キ
に
気
が
あ
る
（
？
）

　
シ
キ
と
は
何
か
深
い
関
係
が
あ
る
ら
し
い
（
く
ど
い
よ
う
だ
が
変
な
意
味
で

は
な
い
！
）

有
間
都
子

あ
り
ま
み
や
こ

　
初
等
部
六
年
生
、
演
劇
部
、
中
国
拳
法
研
究
会
所
属
。

　
遠
野
家
の
分
家
筋
で
あ
る
有
間
家
の
子
。
昔
、
志
貴
が
有
間
家
で
生
活
し
て

い
た
こ
と
が
あ
り
、
志
貴
を
「
お
兄
ち
ゃ
ん
」
と
呼
び
懐
い
て
い
る
。

　
い
つ
も
赤
い
中
国
服
を
着
て
い
る
。

　
お
兄
ち
ゃ
ん
を
独
占
し
た
い
お
年
頃
。

　
部
室
の
ネ
コ
ア
ル
ク
人
形
が
気
に
入
ら
な
い
ら
し
い
。

ネ
コ
ア
ル
ク

　
演
劇
部
の
部
室
に
大
量
に
飾
っ
て
あ
る
人
形
。
何
故
か
喋
る
…
ビ
ー
ム
が
出

る
…
そ
し
て
飛
ぶ
。

ネ
コ
ア
ル
ク
・
カ
オ
ス

　
部
室
に
飾
っ
て
あ
る
ネ
コ
ア
ル
ク
の
人
形
の
突
然
変
移
種
。
監
督
そ
の
２
（
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笑
）

　
本
人
（
？
）
曰
く
昔
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
活
躍
し
た
り
、
し
な
か
っ
た
り
…

　
人
形
な
の
に
喋
る
…
ビ
ー
ム
が
出
る
…
や
っ
ぱ
り
飛
ぶ
。
若
干
煙
草
臭
い
。

ロ
ア
（
ミ
ハ
イ
ル
・
ロ
ア
・
バ
ル
ダ
ム
ヨ
ォ
ン
）

　
高
等
部
三
年
（
留
年
三
年
目
、
現
在
四
年
目
に
王
手
が
か
か
っ
て
い
る
）
　

演
劇
部
パ
シ
リ

　
　
　
　
　
…
以
上
！

白
夜
「
は
い
！
と
い
う
わ
け
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介
を
終
わ
り
…
」

ロ
ア
「
ち
ょ
っ
と
待
て
ぇ
！
！
」

天
「
何
で
す
か
？
騒
々
し
い
…
」

ロ
ア
「
俺
の
紹
介
あ
ん
ま
り
だ
ろ
！
何
だ
パ
シ
リ
っ
て
！
！
あ
と
、
留
年
っ
て

な
ん
だ
！
？
俺
原
作
で
は
魔
術
師
だ
ぞ
！
？
頭
い
い
ん
だ
ぞ
！
？
」

天
「
し
ょ
う
が
な
い
で
す
よ
、
出
席
足
り
て
な
い
ん
で
す
か
ら
」

ロ
ア
「
何
で
！
？
普
通
三
年
も
留
年
し
た
ら
学
習
す
る
だ
ろ
う
！
！
」

白
夜
「
そ
こ
は
…
ま
ぁ
…
ア
ル
ク
ェ
イ
ド
に
ち
ょ
っ
か
い
出
し
て
リ
ン
チ
さ
れ

た
り
…
」

ロ
ア
「
俺
の
扱
い
ひ
ど
く
ね
ぇ
！
？
」
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天
「
じ
ゃ
あ
、
そ
ん
な
あ
な
た
に
魔
法
の
言
葉
を
…
『
愛
ユ
エ
ニ
～
』
」

ロ
ア
「
何
処
の
○
ビ
ー
教
だ
！
！
作
品
違
う
だ
ろ
！
！
」

天
「
あ
あ
も
う
、
五
月
蝿
い
で
す
ね
ぇ
…
私
が
こ
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
た
ら
あ

な
た
の
出
番
を
無
く
す
こ
と
も
で
き
る
ん
で
す
よ
？
」

　
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
ス
イ
ッ
チ
を
取
り
出
す
天
。

ロ
ア
「
う
お
お
ぉ
ぉ
！
？
や
め
ろ
ぉ
ぉ
！
！
原
作
で
さ
え
あ
ん
ま
り
活
躍
で
き

て
な
い
の
に
！
！
」

天
「
じ
ゃ
あ
、
文
句
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
？
で
は
、
次
の
話
か
ら
始
ま
り
ま
す
！
」

ロ
ア
「
う
お
お
ぉ
ぉ
！
！
納
得
い
か
ね
ぇ
ぇ
！
！
」
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◆
演
劇
部
の
日
常

　
こ
こ
は
型
月
市
に
あ
る
私
立
型
月
学
園
演
劇
部
…
通
称
『
ワ
ラ
キ
ア
の
夜
』

　
今
日
も
ズ
ェ
ピ
ア
監
督
に
よ
る
指
導
の
も
と
、
皆
稽
古
に
勤
し
ん
で
い
ま
す
。

ワ
ラ
キ
ア
「
カ
ッ
ト
カ
ッ
ト
カ
ッ
ト
カ
ッ
ト
カ
ッ
ト
カ
ッ
ト
カ
ッ
ト
ォ
！
！
」

カ
オ
ス
「
キ
ャ
～
～
～
ッ
ト
！
！
…
じ
ゃ
な
く
て
、
カ
～
～
～
ッ
ト
ォ
！
！
」

※
余
分
な
掛
け
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
が
気
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ワ
ラ
キ
ア
「
弓
塚
く
ん
！
何
回
目
か
ね
？
何
故
君
は
そ
こ
で
転
ぶ
ん
だ
！
？
」

さ
つ
き
「
あ
～
ぅ
…
す
い
ま
せ
ん
…
」

志
貴
「
監
督
、
も
う
１
５
回
目
で
す
よ
？
少
し
休
憩
し
ま
せ
ん
か
？
」

琥
珀
「
み
な
さ
～
ん
、
お
茶
が
入
り
ま
し
た
よ
～
」

ワ
ラ
キ
ア
「
ふ
む
…
で
は
休
憩
に
し
よ
う
。
…
だ
が
、
そ
の
前
に
…
ロ
ア
君
！

そ
の
照
明
の
角
度
を
あ
と
１
３
・
５
度
右
に
し
て
く
れ
！
」

蛇
「
わ
か
る
か
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
そ
ん
な
細
か
い
角
度
、
ど
う
や
っ
て
測
る
ん
だ
！

ロ
ア？

」
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ワ
ラ
キ
ア
「
分
度
器
く
ら
い
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
？
」

蛇
「
持
っ
て
ね
ぇ
よ
！
！
持
っ
て
て
も
あ
れ
じ
ゃ
０
・
５
度
ま
で
測
れ
ね
ぇ
よ

！
！
」

ワ
ラ
キ
ア
「
ま
っ
た
く
、
だ
か
ら
君
は
い
つ
ま
で
も
“
パ
シ
リ
”
な
の
だ
よ
。

あ
あ
…
そ
れ
と
、
照
明
の
バ
ッ
テ
リ
ー
が
切
れ
そ
う
な
の
で
充
電
し
て
お
い
て

く
れ
た
ま
え
」

蛇
「
ち
く
し
ょ
ぉ
ぉ
ぉ
！
！
」

バ
チ
バ
チ
バ
チ
バ
チ
↑
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
放
電
中
）

琥
珀
「
皆
さ
ん
今
日
も
お
疲
れ
様
で
す
～
」

さ
つ
き
「
琥
珀
先
輩
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

志
貴
「
何
回
も
や
り
直
し
し
た
か
ら
疲
れ
た
よ
」

さ
つ
き
「
あ
う
…
ご
め
ん
な
さ
い
…
」

志
貴
「
あ
、
い
や
、
別
に
そ
う
い
う
意
味
じ
ゃ
あ
…
」

ア
ル
ク
「
ち
ょ
っ
と
志
貴
、
何
さ
っ
ち
ん
泣
か
せ
て
る
の
よ
！
」

志
貴
「
え
え
！
？
い
や
、
そ
の
…
」
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シ
オ
ン
「
ま
っ
た
く
で
す
、
志
貴
。
さ
つ
き
に
謝
っ
て
く
だ
さ
い
」

志
貴
「
え
っ
と
…
ご
め
ん
な
、
弓
塚
さ
ん
…
」

さ
つ
き
「
い
、
い
い
の
…
私
が
失
敗
ば
か
り
し
て
る
か
ら
…
」

シ
オ
ン
「
そ
ん
な
に
気
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
台
詞
は
ち
ゃ
ん
と
言
え
て
る

ん
で
す
か
ら
…
」

ワ
ラ
キ
ア
「
シ
オ
ン
！
疲
れ
て
い
な
い
か
ね
？
よ
け
れ
ば
私
が
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

…
」

シ
オ
ン
「
い
り
ま
せ
ん
」

ワ
ラ
キ
ア
「
そ
う
遠
慮
せ
ず
に
…
」

バ
キ
ュ
ー
ン
！
バ
キ
ュ
ー
ン
！

シ
オ
ン
「
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
、
こ
の
変
態
！
」

ワ
ラ
キ
ア
「
い
つ
も
な
が
ら
照
れ
隠
し
が
激
し
い
な
。
皆
の
前
だ
か
ら
と
い
っ

て
遠
慮
す
る
必
要
は
な
い
の
だ
よ
？
…
さ
ぁ
、
お
父
さ
ん
の
胸
に
飛
び
込
ん
で

き
た
ま
え
！
」
↑
滑
り
込
み
な
が
ら

シ
オ
ン
「
バ
レ
ル
レ
プ
リ
カ
・
オ
ベ
リ
ス
ク
！
！
」

ズ
ガ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ン
！
！

Ｌ
ａ
ｓ
ｔ
 

Ａ
ｒ
ｃ
 

Ｆ
ｉ
ｎ
ｉ
ｓ
ｓ
ｈ
ｕ
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全
員
『
（
今
、
何
か
聞
こ
え
た
よ
う
な
…
）
』

シ
オ
ン
「
ふ
ん
っ
…
」

シ
エ
ル
「
す
み
ま
せ
ん
、
遅
れ
ま
し
た
」

志
貴
「
あ
、
シ
エ
ル
先
輩
。
遅
か
っ
た
で
す
ね
？
」

七
夜
「
俺
も
い
る
ぞ
？
」

志
貴
「
あ
あ
、
兄
貴
い
た
ん
だ
…
」

シ
エ
ル
「
委
員
会
の
仕
事
が
あ
り
ま
し
て
…
」

志
貴
「
（
頬
っ
ぺ
た
に
血
が
つ
い
て
る
け
ど
…
何
が
あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
…
）
」

シ
エ
ル
「
と
こ
ろ
で
…
監
督
は
何
処
に
…
」

カ
オ
ス
「
呼
ん
だ
か
ね
？
」

シ
ュ
ッ
、
ド
ス
ッ
！

シ
エ
ル
「
貴
方
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
」

七
夜
「
あ
そ
こ
で
の
び
て
る
ア
レ
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」

シ
エ
ル
「
…
…
一
応
聞
き
ま
す
が
…
何
が
あ
り
ま
し
た
？
」

さ
つ
き
「
え
っ
と
…
い
つ
も
の
あ
れ
…
で
す
」
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白
レ
ン
「
七
夜
～
」

七
夜
「
…
ん
？
」

　
白
レ
ン
が
残
像
を
残
す
速
さ
で
七
夜
に
ダ
イ
ブ

白
レ
ン
「
遅
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
！
」

七
夜
「
ぐ
は
ぁ
！
？
…
…
お
い
、
マ
ス
タ
ー
さ
ん
よ
…
苦
し
い
ん
だ
が
？
」

志
貴
「
（
あ
あ
、
今
日
は
デ
レ
て
る
な
…
）
」

琥
珀
「
お
二
人
と
も
～
お
茶
入
り
ま
し
た
よ
～
」

シ
エ
ル
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

七
夜
「
わ
る
い
な
」

琥
珀
「
え
っ
と
～
、
七
夜
さ
ん
が
緑
茶
で
…
シ
エ
ル
さ
ん
が
『
カ
レ
ー
茶
』
で

す
ね
」

志
貴
「
カ
レ
ー
茶
！
？
」

翡
翠
「
味
覚
を
お
か
し
い
で
す
…
」

志
貴
「
翡
翠
、
ち
ょ
っ
と
文
法
お
か
し
い
よ
？
」

シ
エ
ル
「
美
味
し
い
で
す
よ
？
皆
さ
ん
も
ど
う
で
す
か
？
」
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さ
つ
き
「
え
っ
と
…
遠
慮
し
ま
す
…
」

ア
ル
ク
「
シ
エ
ル
、
あ
ん
た
そ
ん
な
の
飲
ん
で
る
の
？
」

シ
エ
ル
「
貴
女
に
は
あ
げ
ま
せ
ん
よ
？
こ
の
吸
血
姫
」

ア
ル
ク
「
別
に
そ
ん
な
の
欲
し
く
な
い
し
」

シ
エ
ル
「
“
そ
ん
な
の
”
！
？
貴
女
、
カ
レ
ー
を
馬
鹿
に
す
る
ん
で
す
か
！
？
」

志
貴
「
ま
あ
ま
あ
、
二
人
と
も
落
ち
着
い
て
…
」

二
人
「
「
志
貴
（
遠
野
君
）
は
黙
っ
て
て
（
く
だ
さ
い
）
！
！
」
」

志
貴
「
は
、
は
い
…
」

ワ
ラ
キ
ア
「
諸
君
、
そ
ろ
そ
ろ
練
習
を
再
開
し
よ
う
」

志
貴
「
あ
、
復
活
し
た
」

シ
オ
ン
「
チ
ッ
…
浅
か
っ
た
か
…
」

　
シ
オ
ン
が
何
か
物
騒
な
言
葉
を
呟
い
て
い
た
が
皆
聞
き
流
し
た
。
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ワ
ラ
キ
ア
「
で
は
、
現
在
練
習
中
の
劇
『
シ
ン
デ
レ
ラ
』
の
シ
ー
ン
３
２
、
シ

ン
デ
レ
ラ
が
深
夜
の
鐘
を
聞
い
て
城
か
ら
逃
げ
る
シ
ー
ン
だ
」

　
ち
な
み
に
シ
ン
デ
レ
ラ
役
は
さ
っ
ち
ん
こ
と
、
弓
塚
さ
つ
き
（
は
ま
り
役
）

で
あ
る
。

　
意
地
悪
な
姉
は
秋
葉
と
シ
エ
ル
、
母
親
役
は
ア
ル
ク
ェ
イ
ド
で
あ
る
。

　
魔
法
使
い
は
琥
珀
、
王
子
役
は
志
貴
だ
。

シ
エ
ル
「
皆
さ
ん
、
準
備
は
い
い
で
す
か
？
」

さ
つ
き
「
今
ア
ル
ク
ェ
イ
ド
先
輩
が
着
替
え
に
行
き
ま
し
た
～
」

全
員
「
！
！
？
？
」

姫
ア
ル
ク
「
皆
、
待
た
せ
た
な
…
」

全
員
「
は
っ
！
！
」

姫
ア
ル
ク
「
久
し
く
こ
の
よ
う
な
衣
装
を
着
て
い
な
か
っ
た
の
で
な
…
少
々
手

間
取
っ
た
。
許
す
が
よ
い
」

全
員
「
Ｙ
ｅ
ｓ
 

Ｍ
ｙ
 

Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
！
！
」

シ
エ
ル
「
…
は
っ
！
？
私
は
何
を
！
？
」

蛇
「
お
お
！
あ
の
姿
は
久
し
ぶ
り
だ
！
」

　
ち
ょ
っ
と
そ
こ
の
蛇
さ
ん
、
気
持
ち
悪
い
で
す
よ
？

蛇
「
…
む
？
 

今
何
か
馬
鹿
に
さ
れ
た
よ
う
な
…
」
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ワ
ラ
キ
ア
「
で
は
、
階
段
を
降
り
る
シ
ー
ン
か
ら
…
弓
塚
君
、
次
は
転
ば
な
い

で
く
れ
た
ま
え
よ
？
…
正
直
、
１
５
回
も
階
段
か
ら
転
ん
だ
の
に
怪
我
を
し
て

い
な
い
の
が
不
思
議
で
た
ま
ら
ん
よ
…
」

さ
つ
き
「
は
、
は
い
！
」

七
夜
「
た
し
か
に
…
何
で
だ
？
」

さ
つ
き
「
転
ん
じ
ゃ
ダ
メ
だ
転
ん
じ
ゃ
ダ
メ
だ
転
ん
じ
ゃ
ダ
メ
だ
転
ん
じ
ゃ
ダ

メ
だ
…
」

ワ
ラ
キ
ア
「
そ
こ
！
某
有
名
な
凡
用
人
型
決
戦
兵
器
の
初
号
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
の

よ
う
な
言
い
回
し
を
し
な
い
！
」

ガ
ラ
ガ
ラ
↑
扉
が
開
く
音

式
「
し
～
あ
わ
～
せ
は
～
歩
い
～
て
こ
～
な
い
～
…
」

一
同
「
！
！
？
？
」

都
子
「
式
お
姉
ち
ゃ
ん
…
流
石
に
狙
い
す
ぎ
だ
と
思
う
な
…
」

式
「
…
？
何
の
こ
と
だ
？
と
い
う
か
…
オ
レ
、
今
変
な
こ
と
口
走
ら
な
か
っ
た

か
？
」

ワ
ラ
キ
ア
「
コ
ホ
ン
…
何
は
と
も
あ
れ
、
始
め
よ
う
」

さ
つ
き
「
は
、
は
い
！
」
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ワ
ラ
キ
ア
「
で
は
、
ア
ク
シ
ョ
ン
！
」

―
―
―
―
―

―
―
―

―ワ
ラ
キ
ア
「
よ
し
、
今
日
は
こ
こ
ま
で
と
し
よ
う
。
諸
君
、
ご
苦
労
だ
っ
た
ね
」

志
貴
「
ふ
ぅ
、
や
っ
と
終
わ
っ
た
」

シ
オ
ン
「
最
後
は
ち
ゃ
ん
と
ス
ム
ー
ズ
に
い
き
ま
し
た
ね
」

さ
つ
き
「
緊
張
し
ま
し
た
～
」

ガ
ラ
ガ
ラ
ッ

青
子
「
は
～
い
！
皆
お
疲
れ
～
！
」

志
貴
「
あ
、
先
生
！
」

青
子
「
差
し
入
れ
持
っ
て
き
た
わ
よ
～
！
」

ア
ル
ク
「
さ
っ
す
が
ブ
ル
ー
！
気
が
き
い
て
る
わ
！
」
↑
着
替
え
た

琥
珀
「
あ
、
じ
ゃ
あ
お
茶
入
れ
ま
す
ね
～
」

シ
オ
ン
「
私
も
手
伝
い
ま
す
」
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レ
ン
「
…
…
…
（
挙
手
）
」

琥
珀
「
レ
ン
さ
ん
も
手
伝
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
か
？
」

レ
ン
「
…
…
（
コ
ク
リ
）
」

七
夜
「
な
ぁ
、
疑
問
に
思
う
ん
だ
が
…
」

さ
つ
き
「
…
は
い
？
」

七
夜
「
何
で
最
後
に
ガ
ラ
ス
の
靴
を
履
く
の
が
シ
ン
デ
レ
ラ
役
の
弓
塚
じ
ゃ
な

く
て
…
メ
イ
ド
役
の
シ
オ
ン
な
ん
だ
？
」

秋
葉
「
あ
、
そ
れ
は
私
も
気
に
な
っ
て
ま
し
た
」

シ
エ
ル
「
そ
れ
は
…
ま
ぁ
、
監
督
が
“
ア
レ
”
で
す
か
ら
…
」

七
夜
「
あ
あ
…
そ
う
か
」

※
ち
な
み
に
、
監
督
は
飽
く
ま
で
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
だ
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

シ
オ
ン
「
志
貴
、
お
茶
が
…
…
あ
っ
」

志
貴
「
危
な
い
！
…
…
大
丈
夫
か
？
シ
オ
ン
！
」

シ
オ
ン
「
あ
…
は
、
は
い
／
／
／
／
／
」

ワ
ラ
キ
ア
「
キ
ィ
ヤ
ア
ア
ア
ア
ア
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
」
↑
描
写
で
き
な
い
顔
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式
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
七
夜
「
…
っ
！
！
」
↑
ナ
イ
フ
を
構
え
る

志
貴
「
う
、
う
わ
ぁ
！
？
」

ワ
ラ
キ
ア
「
シ
ィ
ィ
オ
ォ
ォ
ン
！
！
遠
野
君
！
離
れ
た
ま
え
ぇ
ぇ
！
！
」

志
貴
「
う
わ
ぁ
！
？
」

さ
つ
き
「
か
、
監
督
落
ち
着
い
て
く
だ
さ
い
！
」

ワ
ラ
キ
ア
「
離
し
た
ま
え
、
弓
塚
君
！
シ
オ
ン
が
、
シ
オ
ン
が
ど
こ
ぞ
の
一
級

フ
ラ
グ
建
築
士
に
ぃ
ぃ
！
」

志
貴
「
え
ぇ
！
？
」

シ
エ
ル
「
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
…
皆
さ
ん
監
督
を
止
め
ま
す
よ
！
」

志
貴
「
わ
か
り
ま
し
た
、
先
輩
！
」

さ
つ
き
「
え
！
？
」

シ
エ
ル
「
カ
ル
バ
リ
ア
・
デ
ス
ピ
ア
！
」

志
貴
「
え
？
そ
れ
は
や
り
過
ぎ
…
」

リ
ー
ズ
「
カ
ル
バ
リ
ア
・
デ
ィ
ス
ロ
ア
ー
！
」

志
貴
「
リ
ー
ズ
先
輩
ま
で
！
？
」
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秋
葉
「
骨
ま
で
燃
や
し
尽
く
し
て
差
し
上
げ
ま
す
！
」

志
貴
「
秋
葉
ま
で
！
？
」

秋
葉
「
ノ
リ
は
大
切
で
す
よ
、
兄
さ
ん
！
」

志
貴
「
え
？
あ
、
う
ん
…
」

シ
オ
ン
「
バ
レ
ル
レ
プ
リ
カ
・
フ
ル
ト
ラ
ン
ス
！
」

都
子
「
究
極
奥
義
～
！
」

七
夜
「
極
死
・
七
夜
！
」

レ
ン
「
…
…
…
」
↑
ウ
タ
カ
タ
発
動

白
レ
ン
「
…
ふ
ふ
（
黒
い
笑
顔
）
」
↑
同
じ
く
ウ
タ
カ
タ
発
動

ネ
コ
「
お
！
ス
ク
水
だ
！
」

翡
翠
「
暗
黒
翡
翠
流
～
」

琥
珀
「
出
番
ア
ル
ね
～
！
」

翡
翠
「
御
奉
仕
推
奨
破
！
」

琥
珀
「
ホ
ァ
～
！
」

式
「
死
が
…
オ
レ
の
前
に
立
つ
な
！
」
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志
貴
「
こ
れ
が
モ
ノ
を
殺
す
と
い
う
こ
と
だ
！
」

ア
ル
ク
「
星
の
息
吹
よ
！
…
…
肉
片
も
、
残
さ
な
い
！
」

さ
つ
き
「
監
督
ー
！
！
」

青
子
「
あ
、
な
ん
か
楽
し
そ
う
ね
！
私
も
混
ぜ
て
～
」

さ
つ
き
「
青
子
先
生
！
？
」

青
子
「
ス
ヴ
ィ
ア
・
ブ
レ
イ
ク
・
ス
ラ
イ
ダ
ー
！
！
」

Ａ
ｒ
ｃ
 

Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
 

Ｆ
ｉ
ｎ
ｉ
ｓ
ｓ
ｈ
ｕ

さ
つ
き
「
と
ど
め
刺
し
た
！
？
」

ワ
ラ
キ
ア
「
…
…
…
」
↑
返
事
が
な
い
、
た
だ
の
屍
の
よ
う
だ

シ
オ
ン
「
さ
あ
、
皆
さ
ん
帰
り
ま
し
ょ
う
」

ア
ル
ク
「
賛
成
～
！
」

ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
…

バ
タ
ン
ッ

ネ
コ
「
あ
ぶ
ね
～
、
巻
き
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
ぜ
～
」
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蛇
「
ま
…
巻
き
込
ま
れ
た
…
…
な
ん
…
で
…
俺
も
…
…
ガ
ク
ッ
」

ロ
アカ

オ
ス
「
我
輩
…
も
…
ガ
ク
ッ
」

―
正
面
玄
関
―

志
貴
「
ふ
ぅ
…
今
日
も
大
変
だ
っ
た
」

軋
間
「
遠
野
か
…
」

志
貴
「
あ
、
軋
間
さ
ん
」

軋
間
「
今
日
は
帰
り
が
遅
い
な
…
」

志
貴
「
え
え
、
部
活
で
色
々
あ
り
ま
し
て
…
」

軋
間
「
…
…
そ
う
か
」

志
貴
「
軋
間
さ
ん
は
何
で
こ
ん
な
時
間
ま
で
？
」

軋
間
「
…
少
し
、
な
」

志
貴
「
（
あ
あ
…
ま
た
絡
ま
れ
た
ん
だ
な
…
）
」
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軋
間
「
…
気
を
つ
け
て
帰
れ
」

志
貴
「
あ
、
は
い
」

七
夜
「
よ
う
、
軋
間
。
今
帰
り
か
？
」

軋
間
「
…
あ
あ
」

白
レ
ン
「
…
…
…
」
↑
睨
ん
で
る

軋
間
「
…
む
ぅ
（
汗
）
」

七
夜
「
さ
て
、
じ
ゃ
あ
そ
ろ
そ
ろ
帰
る
か
」

志
貴
「
あ
あ
、
じ
ゃ
あ
ま
た
明
日
な
、
軋
間
さ
ん
」

軋
間
「
…
あ
あ
」

秋
葉
「
あ
、
兄
さ
ん
！
」

志
貴
「
ん
？
秋
葉
、
待
っ
て
て
く
れ
た
の
か
。
琥
珀
さ
ん
と
翡
翠
は
？
」

秋
葉
「
あ
の
二
人
は
夕
食
の
準
備
が
あ
り
ま
す
か
ら
先
に
帰
り
ま
し
た
」

志
貴
「
そ
っ
か
…
じ
ゃ
あ
、
帰
ろ
う
…
」



30

ド
ド
ド
ド
ド

ア
ル
ク
「
し
～
き
～
！
」

志
貴
「
ん
？
…
ぐ
は
っ
！
？
」

ア
ル
ク
「
一
緒
に
帰
り
ま
し
ょ
う
、
志
貴
！
」

志
貴
「
ア
ル
ク
ェ
イ
ド
…
く
、
苦
し
い
…
」

秋
葉
「
ち
ょ
っ
と
、
ア
ル
ク
ェ
イ
ド
さ
ん
！
兄
さ
ん
が
苦
し
が
っ
て
る
じ
ゃ
な

い
で
す
か
！
」

ア
ル
ク
「
あ
、
妹
い
た
ん
だ
」

秋
葉
「
最
初
か
ら
い
ま
し
た
！
だ
い
た
い
…
」

ワ
ー
ワ
ー
、
ギ
ャ
ー
ギ
ャ
ー

志
貴
「
は
ぁ
…
ま
っ
た
く
…
」

　
そ
ん
な
こ
ん
な
で
型
月
学
園
演
劇
部
の
日
常
は
続
い
て
い
く
の
で
し
た
…

　
次
回
へ
続
く
…
の
か
？
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◆
演
劇
部
の
日
常
（
後
書
き
）

天
「
こ
の
度
は
、
私
立
型
月
学
園
演
劇
部
を
お
読
み
い
た
だ
き
…
」

一
同
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

天
「
え
～
、
思
い
つ
き
か
ら
初
め
ま
し
た
こ
の
小
説
で
す
が
…
こ
れ
か
ら
も
白

夜
と
協
力
し
て
な
る
べ
く
早
く
更
新
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
の
で
皆
さ
ん
応
援

を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
」

ロ
ア
「
ち
ょ
っ
と
待
て
…
」

天
「
何
で
す
か
？
蛇
さ
ん
？
」

ロ
ア
「
や
っ
ぱ
り
俺
の
扱
い
が
酷
く
な
い
か
？
」

天
「
だ
っ
て
…
ね
ぇ
？
」

一
同
「
…
う
ん
う
ん
」

ロ
ア
「
え
？
何
が
？
」

一
同
「
…
う
ん
」

ロ
ア
「
い
や
、
だ
か
ら
何
が
！
？
」

天
「
ま
ぁ
…
ぶ
っ
ち
ゃ
け
需
要
が
あ
り
ま
せ
ん
貴
方
は
…
」
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ロ
ア
「
は
ぁ
！
？
」

天
「
本
編
で
パ
ッ
と
し
ま
せ
ん
か
ら
」

ロ
ア
「
え
？
ち
ょ
っ
…
」

天
「
ま
ぁ
…
そ
れ
は
置
い
と
い
て
…
」

ロ
ア
「
お
い
！
」

天
「
こ
れ
か
ら
は
部
員
一
人
一
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
最
初
は
シ
オ
ン
か
ら
で
す
！
」

シ
オ
ン
「
わ
、
私
で
す
か
！
？
」

ワ
ラ
キ
ア
「
当
然
だ
、
私
の
娘
…
」

バ
キ
ュ
ー
ン
！

シ
オ
ン
「
五
月
蝿
い
で
す
よ
…
」

天
「
で
は
…
読
者
の
皆
さ
ん
。
過
度
な
期
待
は
せ
ず
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
！
」

　
ま
た
近
い
う
ち
に
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
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白
夜
「
…
…
あ
れ
？
私
の
出
番
は
？
…
ま
さ
か
…
…
乗
っ
取
ら
れ
た
！
？
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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